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             トライ！！ 総合評価方式  

鋼橋談合事件他度重なる談合事件を契機に国交省が入札制度改革に着手。改革の柱である一般競争入

札の全面導入、その影響も受け最低価格競争で採算無視、品質の保証も危ぶまれる状況に陥りました。

その解決策として 2005 年 4 月に「公共工事品質確保の促進に関する法律（品確法）」～実質的には「総

合評価方式」を促進する法律～、公共工事において価格と品質が総合的に優れたものが選ばれる仕組み

を規定した法律が施行されました。現在、国交省は品確法に基づき、全国の自冶体にも同方式の導入を

さらに進めるよう強く求めています。 

品質保証についてはかって、国交省はISO9001；品質マネジメントシステム（以下 QMS）認証取

得企業を企業評価に反映するという政策を展開し、建設企業はブームのように認証取得を競いまし

た。しかし国交省の政策変更や公共工事の減少に伴い認証を返上する企業が増加しています。その

反面、QMSを工事成績アップに活かしている企業も着実に増加しています。 

「総合評価方式」では技術提案とあわせて技術者のパフォーマンス、工事成績評定点等を平均的に

向上することが求められており、これを実現するには品質管理を総合的、システム的に管理すること

が必要であり、ＱＭＳが有効であると再認識されています。そして「総合評価方式」は下図のように

今までとこれからは力点が大きく異なってきます。まず提案力をつけるには？ 

 

【今  迄】           【これから】 

価格優先  ⇒  提 案   ×  価 格  × 工事成績 × 技術者 

（最低価格）  （創意工夫）    （自社単価）   （ＱＭＳ）  （パフォーマンス） 

そこで弊社は「総合評価方式」に対応し、実力を蓄積、発揮しようとする企業を支援するための 

「総合評価方式」の基礎学習および工事物件に対応した技術提案個別トライを提案いたします。 

 

技術提案～主として総合評価方式：簡易型）～で高得点を得るための基礎学習の概要 

1.総合評価方式の仕組み 

2.高得点を勝ち取るポイント  

3.基礎から学ぶ技術提案ステップ 

4.技術提案事例演習 

 

技術提案個別トライ 

    簡易型工事物件に対して発注者、地域住民他の視点から技術提案書作成協力 

      作成チームの編成 → 作成スケジュール → 情報収集→現地調査 → 課題の抽出          

→ 提案書の作成 → 技術提案書のチェック → 技術提案書の提出 

 

........................................................................................... 

 関心事項をチェック□レしてＦＡＸ送付下さい。（またはメール添付で送付下さい） 
ＦＡＸ送付先：０７２-６８２－８９６１     Ｅ－メール hase＠en2.jp

 

1、 □「総合評価方式：簡易型」技術提案基礎学習について相談したい  時期： 月頃 
2、 □「総合評価方式：簡易型」技術提案個別トライについて相談したい 時期： 月頃 

会社名             連絡担当 役職        氏名           

住所                                          

ＴＥＬ          ＦＡＸ           メール              

ＦＡＸ受け取り後、当方より今後の進め方等について連絡を差し上げます。 


